ペルー経済（２０１４年３月）
１　総論

最新のペルーの月例主要経済指標は，経済成長率５．７２％（２月：前年同月比），リマ首都圏のインフレ率３．３８％（３月までの一年間），対米ドル為替相場２．８０７（３月平均値），リマ首都圏の完全失業率７．０％（２月），財政収支４９２万ソルの黒字（２月），貿易収支５８百万米ドルの黒字（２月）となった。
ペルー中銀が本年の経済成長率予測を当初の６％から５．５％へと下方修正した。
２　各論

（１）主要経済指標

　ペルー中央準備銀行及びペルー統計情報院によれば，ペルーの主要経済指標は次のとおり。

ア　経済成長率

最新の経済成長率（ＧＤＰ成長率）は，２月の５．７２％（前年同月比）であった（３月分は未公表）。
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20092010201120122013

年間 年間 年間 年間 年間 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

0.9% 8.8% 6.9% 6.3% 5.0% 2.5% 7.7% 4.7% 4.4% 4.6% 4.3% 4.4% 5.4% 4.8% 5.0% 4.2% 5.7%

2013年 2014年


　[image: image2.emf]農畜 -0.62%運輸・倉庫・郵便等 3.28%

漁業 18.16%宿泊・飲食業 5.21%

鉱業・炭化水素

7.92%通信・情報 6.66%

製造 5.96%金融・保険 13.95%

電力・ガス・水 6.20%企業貸付 7.36%

建設 9.78%行政、国防等 4.14%

商業 5.26%その他 5.25%

分野別GDP成長率（2014年3月，前年同月比）


イ　インフレ率

　３月のリマ首都圏のインフレ率（消費者物価指数（前月比））は，０．５２％となり，最近１２ヶ月（客年４月～本年３月）の上昇率は，３．３８％となった。
　　[image: image3.emf]リマ首都圏インフレ率（前月比）の推移

13年/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 14年/1月 2月 3月

0.25% 0.19% 0.26% 0.55% 0.54% 0.11% 0.04% -0.22% 0.17% 0.32% 0.60% 0.52%


ウ　為替相場

３月の対米ドル為替相場の平均は２．８０７ソルであった。
[image: image4.emf]為替の推移(ソル／ドル）(平均）

2011年 2012年 2013年13年/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

14年/1月

2月 3月

2.754 2.638 2.702 2.598 2.646 2.748 2.777 2.802 2.779 2.769 2.799 2.786 2.809 2.813 2.807


エ　失業率

　２月のリマ首都圏の完全失業率は７．０％であった。（３月分は未公表）
[image: image5.emf]リマ首都圏失業率推移
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オ　財政収支

　２月の中央政府の財政収支は，歳入が対前年同月比で８．５％増となった。歳出は，対前年同月比で７．２％増となった。全体では，プライマリーバランスは，１，６２３百万ソルの黒字となった。債務の利払いを含めると，４９２百万ソルの黒字となった。（３月分は未公表）
　[image: image6.emf]財政収支

（百万ソル）

2010年間 2011年間 2012年間 2013年間 2013年12月2014年1月2014年2月 前年同月比 前年同期比 

※

歳入 74,712 88,135 97,287 103,282 9,331 9,767 8,184 8.5% 8.2%

歳出 70,639 78,878 85,759 96,312 15,397 5,797 6,563 7.2% 12.3%

資本的収入 747 290 344 772 64 8 2 -57.5% -27.7%

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽ 4,766 5,219 11,872 7,742 -6,002 3,978 1,623 - -

債務利払い 4,820 9,547 5,233 5,729 115 326 1,131 3.8% 2.3%

総収支 53 4,329 6,639 2,013 -6,117 3,652 492 - -

※ 2013年1～2月の累計と2014年1～2月期との差異。


　カ　貿易収支

　２月の輸出額は，伝統産品が対前年同月比１１．６％減，非伝統産品が１１．４％増となり，全体では３，０１８百万米ドル（対前年同月比５．８％減）となった。
輸入額は，対前年同月比で消費財が０．６％増，中間財が１１．１％減，資本財が５．２％減となり，全体で２，９５９百万米ドル（対前年同月比７．１％減）となった。この結果，貿易収支は，５８百万米ドルの黒字となった。（３月分は未公表）
[image: image7.emf]貿易収支

（百万ドル）

2010年間 2011年間 2012年間 2013年11月 12月 2014年1月 2月 前年同月比

前年同期比 ※

輸出

35,565 46,268 45,639 3,257 3,633 2,938 3,018 -5.8% -10.3%

　伝統産品

27,669 35,837 34,247 2,212 2,553 2,015 2,091 -11.6% -16.3%

　非伝統産品

7,641 10,130 11,047 1,034 1,067 910 906 11.4% 8.0%

　その他

254 301 345 12 14 13 20 -16.3% -36.7%

輸入

28,815 36,967 41,113 3,388 3,153 3,617 2,959 -7.1% -5.3%

　消費財

5,489 6,692 8,247 784 680 669 659 0.6% -0.6%

　中間財

14,023 18,255 19,256 1,495 1,465 1,744 1,312 -11.1% -7.9%

　資本財

9,074 11,665 13,356 1,092 985 1,189 980 -5.2% -3.8%

　その他

229 355 253 16 23 15 8 -56.9% -37.9%

貿易収支

6,750 9,302 4,527 -131 480 -679 58 - -

※ 2013年1～2月の累計と2014年1～2月期との差異。


キ　外貨準備高

３月末の外貨準備高は，６４，９５４百万米ドルとなった。
[image: image8.emf]外貨準備高 （百万ドル）

2010年末 2011年末2012年/6月 9月 12月 2013年/3月 6月 9月 12月末 2014年/1月 2月 3月

44,105 48,816 57,225 61,161 63,991 67,918 66,683 66,729 65,663 65,074 65,177 64,954


ク　対外累積債務

２０１３年第４四半期末の対外債務累計総額は，６０，３２９百万米ドルであった。 
[image: image9.emf]対外債務累積

（百万ドル）

 

2009年末 2010年末 2011年末 2012/6月 9月 12月 2013/3月 2013/6月 2013/9月 2013/12月 前年同月比

対外債務累積額 35,157 43,674 47,977 54,381 57,776 58,830 62,260 61,430 60,855 60,329 2.5%

 　中長期債務

30,431 37,359 41,652 47,058 50,333 50,298 52,459 53,317 54,457 54,212 7.8%

 　　民間債務

10,314 14,424 17,420 20,804 23,857 23,978 26,138 28,729 29,642 30,181 25.9%

　　 公的債務

20,117 22,934 24,232 26,254 26,476 26,320 26,321 24,588 24,814 24,031 -8.7%

 　短期債務 

4,726 6,315 6,325 7,323 7,443 8,532 9,802 8,113 6,399 6,117 -28.3%


　　　　（注）上記表中の数値は今後修正される可能性あり。

（２）最近の主な出来事（発表記事等）
・キヌアの生産及び輸出の増加
ベニテス農業灌漑相は，２０１４年のペルーのキヌア（アンデス原産の雑　穀，栄養価が高く近年注目されている。）生産が６万トンを超える見込みと発表。１２年の生産は４万４２００トン，１３年は５万１６００トンであった。輸出も増えており，１１年は７，５７０トン，１２年は１万７００トンであったところ，１３年は前年比７０％増の１万８２５０トンとなり，さらに１４年には２万５０００トン以上が見込まれるとしている。また，キヌアの栽培が，アンデス高地の約７万の中小農家に裨益する点を指摘した。
（４月２２日）
・ペルー中銀が経済成長率予測を５．５％に下方修正
ベラルデ中銀総裁は，当初の６％としていた中銀の２０１４年のペルー　の経済成長率予測を，５．５％へ下方修正したと発表。鉱業部門の伸びが当初の想定を下回る見込みになっていることを理由としている。また，財政収支について，昨年はＧＤＰの０．１％の黒字だったが，１４年は同０．４％の黒字を見込むと述べた。
・ＦＴＡによる中国向け輸出業者の増加　
シルバ通商観光相は，ペルー・中国自由貿易協定（ＦＴＡ）発効後の４　　年間で，中国向けに輸出を行う業者が新たに６３７社増えたと発表。そのうち３６％は零細企業である。また，ペルーから中国向けの輸出は２０１０年から１３年の４年間で３５％増加し，１３年の輸出額は７３億４６００万ドルであった。特にイカ，ぶどう，木材などの非伝統産品（同４１％増）の輸出が増えている。
（了）
